
伊達市の今後のまちづくりのための 

市民アンケート調査ご協力のお願い 
 

市民の皆さまには、日頃より市政へのご理解とご協力をいただき、心から感謝を申

し上げます。 

さて、伊達市では、令和５年度より、伊達市第３次総合計画（令和５年度～令和１

４年度の１０年間の計画）に基づき、『人と緑と歴史が結び合う ひかり輝く田園空

間・伊達市』という将来像の実現に向け、各分野にわたる様々な取組を進めていると

ころです。 

本調査は、この計画に掲げた取組に関する市民の皆さまの意識や、まちづくり全般

に対する意向を把握し、これからのまちづくりを考える貴重な資料とするために実施

するものです。 

この度、１６歳以上の市民の中から、３，0００名を無作為に抽出したところ、あ

なたを選ばせていただきました。 

調査内容につきましては、個人情報の保護に十分な注意を払い、統計的に処理しま

すので、ご迷惑をおかけすることはありません。 

お忙しいところ恐縮ですが、今後のまちづくりを、皆さまとともに考えていきたい

と思いますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 

令和６年７月               伊達市長 須田 博行   
 

 

 

 

１．封筒の宛名のご本人がお答えください。 

２．お答えは、設問ごとに（１つに○印）、（２つまで○印）、（最もあてはまる番号

に◎印、２番目、３番目にあてはまる番号に○印）など、それぞれ指定されてい

ますので、お間違えのないようお願いします。 

○または◎印は、番号を囲むように濃くつけてください。（例 １ 、２ ） 

３．ご記入いただいた調査票は、７月 22 日（月）までに同封の返信用封筒に入れ

て郵便ポストに投函してください（切手は不要です）。 

４．本調査は、パソコン、スマートフォンからのインターネット回答も受付してお

ります。詳細は、別紙「インターネット回答のご案内」をご確認ください。   

※インターネットで回答される場合は、郵便ポストへの投函は不要です。 
 

５．この調査についてのお問い合わせは、下記にお願いします。 

伊達市役所 未来政策部 総合政策課 経営戦略係 

TEL：024-575-1142 FAX：024-575-2570 

 

 

ご回答にあたってのお願い 

○ ◎ 
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まちへの愛着度と定住意向などについておたずねします。 

はじめに、あなたご自身のことについておたずねします。  

 

問１ あなたご自身のことについて、それぞれの項目にあてはまる番号１つに○印をつ

けてください。 

（１）あなたの性別 
１．男性 

２．女性 

３．その他 

 

（２）あなたの年齢 

1．10 代 

2．20 代 

3．30 代 

4．40 代 

5．50 代 

6．60 代 

7．70 歳以上 

 

（３）あなたのお仕事 

１．会社員 

２．公務員・教職員 

３．パート・アルバイト 

４．自営業 

５．農林業 

６．学生 

７．専業主婦・主夫 

８．無職 

９．その他 

 

 

（４）あなたのお住まい

の地域 

１．伊達地域 

２．梁川地域 

３．保原地域 

４．霊山地域 

５．月舘地域 

 

 

 

 

問２ あなたは、伊達市に対して「自分のまち」としての愛着をどの程度感じています

か。（１つに○印） 

１．愛着を感じている 

２．どちらかといえば愛着を感じている 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば愛着を感じていない 

５．愛着を感じていない 

 

問３ あなたは、これからも伊達市に住み続けたいと思いますか。（１つに○印） 

１．住み続けたい 

２．どちらかといえば住み続けたい 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば住みたくない 

５．住みたくない 
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問４ あなたは、伊達市に備わっている魅力は何だと思いますか。（３つまで○印） 

１．豊かな自然 

２．道路・交通の利便性 

３．上・下水道やごみ処理施設などの 

生活環境施設 

４．住みやすい住宅地 

５．整備された情報通信網 

６．消防・防災・防犯体制 

７．福祉サービス 

８．保健・医療環境 

９．子育て・教育環境 

10．文化・スポーツ環境 

11．歴史文化や伝統芸能 

12．活力ある産業や特産品 

13．魅力ある観光資源 

14．買物の利便性 

15．豊富な働く場 

16．人情味や地域の連帯感 

17．おいしい食べ物 

18．若者の遊ぶ場所 

19．特に魅力を感じない 

20．その他 

（具体的に：              ） 

 

問５ あなたは、伊達市に不足していることは何だと思いますか。（３つまで○印） 

１．豊かな自然 

２．道路・交通の利便性 

３．上・下水道やごみ処理施設などの 

生活環境施設 

４．住みやすい住宅地 

５．整備された情報通信網 

６．消防・防災・防犯体制 

７．福祉サービス 

８．保健・医療環境 

９．子育て・教育環境 

10．文化・スポーツ環境 

11．歴史文化や伝統芸能 

12．活力ある産業や特産品 

13．魅力ある観光資源 

14．買物の利便性 

15．豊富な働く場 

16．人情味や地域の連帯感 

17．おいしい食べ物 

18．若者の遊ぶ場所 

19．特に不足しているところはない 

20．その他 

（具体的に：              ） 

 

問６ あなたは、市全体や各地域の特徴と課題が伊達市のまちづくりに反映されている

と思いますか。（１つに○印） 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらかといえばそう思わない 

４．そう思わない 

５．わからない 
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まちの現状と今後の取組についておたずねします。  

 

問７ 伊達市では、伊達市第３次総合計画（令和５年度～令和14年度）に基づき、各分
野にわたる様々な取組を進めています。以下の項目について、現状の満足度と、今
後の重要度をおたずねします。 

 

（１）あなたは、以下の項目について、
現在どの程度満足していますか。 
それぞれの項目であてはまる番号 

１つに○印をつけてください。 

 

（２）あなたは、以下の項目について、
今後どの程度重視していますか。 
それぞれの項目であてはまる番号 

１つに○印をつけてください。 

 

評 価 

 

項 目 

(1)満足度  (2)重要度 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

重
視
し
て
い
る 

や
や
重
視
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い 

重
視
し
て
い
な
い 

 

１．安全・安心できれいなまち 

（生活環境分野） 
 

①消防・救急体制（常備消防・救急体制の

充実、消防団の活性化等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

②防災体制（情報伝達体制の強化、自主防

災組織の支援、治山・治水対策の促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

③放射線対策（情報提供・相談の推進、放

射線量の検査・測定の実施等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

④交通安全体制（意識啓発の推進、交通安

全施設の整備等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑤防犯体制（意識啓発の推進、地域ぐるみ

の防犯活動の促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑥消費者対策（トラブル防止に向けた情報

提供や意識啓発、相談体制の充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑦環境保全に関する取組（意識啓発の推

進、公害等環境問題への対応等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑧地球温暖化対策（太陽光発電・蓄電池な

どの再生可能エネルギーの導入等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑨ごみ処理体制（ごみの減量化・資源化の

促進、収集・処理体制の充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 
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評 価 

 

項 目 

(1)満足度  (2)重要度 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

重
視
し
て
い
る 

や
や
重
視
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い 

重
視
し
て
い
な
い 

 

２．健やかでやさしい健康・福祉のまち 

（保健・医療・福祉分野） 

①健幸都市づくりに関する取組（歩くこと

や運動習慣の定着促進、意識の啓発等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

②保健サービス提供体制（各種健診・相

談・指導の充実、食育の推進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

③医療体制（広域連携等による救急医療

体制・地域医療体制の充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

④高齢者支援体制（介護予防の推進、生き

がいづくり、介護サービスの充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑤障がい者支援体制（福祉サービスの充

実、雇用・就労の促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑥地域福祉体制（相談体制の充実、地域全

体で支え合う体制づくり等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

 

３．未来を拓く人を育む教育・文化のまち 

（子育て・教育・文化分野） 

①子育て支援体制（保育施設の整備促進、

保育・子育て支援サービスの充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

②学校教育環境（施設の整備充実、教育内

容の充実、地域との連携強化等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

③生涯学習環境（学習機会・内容の充実、

図書館の充実と読書活動の促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

④スポーツ・レクリエーション環境（施設

の整備充実、スポーツ団体の支援等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑤文化財の保護に関する取組（文化財の保

存・活用、文化財収蔵公開施設の整備等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑥芸術文化環境（文化団体の支援、鑑賞機

会・発表機会の充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑦国内外との交流活動に関する取組（国

内・国際姉妹都市等との交流の充実等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 
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評 価 

 

項 目 

(1)満足度  (2)重要度 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

重
視
し
て
い
る 

や
や
重
視
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い 

重
視
し
て
い
な
い 

 

４．活力とにぎわいあふれる産業のまち 

（産業分野） 

①農業振興に関する取組（担い手の育成、

農地の保全、ブランド化の促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

②森林整備・保全に関する取組（計画的な

森林整備・管理の促進、森林の保全等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

③商業振興に関する取組（商業経営の安

定化の支援、起業の支援等） 
5 4 3 2 1  5 4 3 2 1 

④工業振興に関する取組（企業経営の安

定化の支援、企業誘致の推進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑤観光振興に関する取組（観光資源の充

実、体験型の観光機能の強化等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑥雇用対策（若者の地元雇用の促進、市内

企業における市民雇用の促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

 

５．便利で快適に暮らせるまち 

（都市基盤分野） 

①土地利用・市街地整備の状況（計画的な

土地利用、魅力ある市街地の形成等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

②道路の整備状況（市道の整備・維持管

理、国・県道の整備促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

③公共交通の状況（鉄道・バス・デマンド

交通等の利便性向上等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

④デジタル化の状況（行政及び地域社会

におけるデジタル化の推進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑤住宅施策の状況（民間住宅の住環境向

上の支援、市営住宅の適正管理等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ 1 

⑥定住・移住促進対策（市の魅力発信、定

住・移住の相談・支援体制の強化等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑦水道の整備状況（水道施設の整備充実、

未普及地区への対応等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 
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評 価 

 

項 目 

(1)満足度  (2)重要度 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

重
視
し
て
い
る 

や
や
重
視
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い 

重
視
し
て
い
な
い 

⑧下水道の整備状況（下水道施設の適正

管理、合併処理浄化槽の普及促進等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

⑨公園・緑地の整備状況（公園設備の更新、

維持管理の充実、緑化活動の支援等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

 

６．みんなでつくる協働のまち 

（共生・協働・行財政分野） 

①男女共同参画に関する取組（意識改革の

推進、公の場への女性の登用拡大等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

②コミュニティ活動に関する取組（意識啓

発、交流館等の整備支援、活動の支援等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

③市民協働に関する取組（広報・広聴活動

の充実、市民協働の仕組みづくり等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

④行財政改革に関する取組（職員の人材育

成、組織や事務の見直し、財政の健全化等） 
５ ４ ３ ２ １  ５ ４ ３ ２ １ 

 

問８ あなたは、今後のまちづくりにおいて、伊達市をどのような特色のあるまちにす

べきだと考えますか。（２つまで○印） 

１．市民と行政とが協力してまちづくりを行う市民協働のまち 

２．災害に強く、犯罪や事故のない安全・安心のまち 

３．子育て環境や子どもの教育環境が充実した子育て・教育のまち  

４．生涯学習活動や文化芸術・スポーツ活動が活発な生涯学習・文化のまち  

５．歴史的遺産を大切にし、まちづくりに生かす歴史のまち 

６．農業を中心として発展する農業のまち 

７．商店街の振興や地場産業の育成、企業誘致による商工業のまち 

８．地域資源を活用し、観光や交流事業を進める観光・交流のまち 

９．人にやさしい保健・医療・福祉の充実した健康・福祉のまち 

10．自然の保護や環境の保全・創造を優先する環境保全のまち 

11．快適な居住環境の整備を優先する快適住環境のまち 

12．先端技術を導入し、様々な仕組みを変革していくデジタル化推進のまち 

13．その他（具体的に：                            ） 
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結婚についておたずねします。 
 

 

問９ あなたは、現在ご結婚をされていますか。（１つに○印） 

１．結婚している（既婚）  ⇒ 問 10 へ 

２．結婚していない（未婚）             

３．かつて結婚していたが、今は結婚していない（離別・死別）   

 

問10 問９で「１」と回答した方におたずねします。 

あなた方ご夫婦はどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。（１つに○

印） 

１．学校で 

２．職場や仕事の関係で 

３．幼なじみ・隣人関係 

４．学校以外のサークル活動やクラブ活動・

習いごとで 

５．友人や兄弟姉妹を通じて 

６．お見合いで（親せき・上役などの紹介も

含む） 

７．結婚相談所で 

８．コンパ・合コンで 

９．婚活パーティーで 

10．インターネットで 

11．街なかや旅先で 

12．アルバイト先で 

13．その他 

（具体的に：             ） 

 

問11 問９で「１」と回答した方におたずねします。 

あなたの家庭では、夫婦ともに働いていますか。あるいは一方のみが働いていま

すか。（１つに○印） 

１．夫婦ともに働いている（共働き）  

２．一方は働いていないが、将来的な就業希望はある  

３．一方は働いておらず、今のところ就業希望もない 

４．どちらも働いていない 

 

問12 問９で「２」または「３」と回答した方におたずねします。 

あなたの結婚についてのお考えは、次のうちどれに近いですか。（１つに○印） 

１．すぐにでも結婚したい 

２．２～３年以内に結婚したい 

３．いずれは結婚したい 

４．結婚したいと思う（思っていた）が、結婚しないと思う 

５．結婚するつもりはない 

６．わからない 

 

⇒ 問 14 へ 

⇒ 問 12 へ 
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問13 問９で「２」または「３」と答えた方におたずねします。 

あなたが現在独身でいる理由は、次の中から選ぶとすればどれですか。（最も

あてはまる理由に◎印、２番目、３番目にあてはまる理由に○印） 

１．結婚するにはまだ若すぎるから 

２．結婚する必要性を感じないから 

３．今は、仕事（または学業）にうちこみたいから 

４．今は、趣味や娯楽を楽しみたいから 

５．独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

６．適当な相手とまだめぐり会わないから 

７．異性とうまくつき合えないから 

８．結婚資金が足りないから 

９．結婚生活のための住居のめどがたたないから 

10．親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から 

11．その他（具体的に：                            ） 

12．すでに結婚が決まっている 

 

問14 結婚支援について、市が取り組むこととして、あなたの考えに近いものはどれ

ですか。（３つまで○印） 

１．結婚したい男女の出会いの場づくり（街コン・婚活イベント等） 

２．結婚相談員を配置して、パートナー探しをきめ細かく支援する 

３．他市町村と連携して、広域的な結婚支援事業を展開する 

４．異性とのつきあいが苦手な方を対象に、結婚支援講座を開催する 

５．安定的な収入確保のための就職支援をする 

６．正規職員雇用を促進する 

７．労働時間短縮などのワークライフバランス※を推進する 

８．男女ともに子育てしやすい職場の環境整備を推進する 

９．男性の家事・育児への参加を促すための取り組みや啓発を進める 

10．学校教育を通じて、若い世代からの結婚や子育てに関する意義の啓発を進める 

11．個人の問題なので、行政が支援策を実施する必要はない 

12．その他（具体的に：                            ） 

 

※ワークライフバランスとは、国民一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事
上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といっ
た人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる社会のこと 
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出産・子育てについておたずねします。  

 

問15 あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。（１つに○印） 

1．子どもはいらない  

２．１人 

３．２人 

４．３人 

５．４人 

６．５人以上（具体的に：     人） 

 

問16 問９で「１．結婚している」と答えた方におたずねします。 

あなた方ご夫婦は全部で（現在妊娠中のお子さんも含め）何人お子さんを持つ

ご予定ですか。（１つに○印） 

1．子どもはいらない  

２．１人 

３．２人 

４．３人 

５．４人 

６．５人以上（具体的に：     人） 

 

問17 問９で「１．結婚している」と答えた方で、問16で答えた数が、問15で答えた

数より少ない（理想的な子どもの数 ＞ 持つご予定の子どもの数）方におたずね

します。 

持つご予定の子どもの数が、理想的な子どもの数より少ないのはなぜですか。

（あてはまる番号すべてに○印、その中で最もあてはまる理由に◎印） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６．高年齢で産むのは不安だから 

７．夫または妻が望まないから 

８．健康上の理由から 

９．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

10．夫または妻の家事・育児への協力が得られないから 

11．ほしいけれどもできないから 

12．末子が夫または妻の定年退職までに成人してほしいから 

13．その他（具体的に：                            ） 
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運動やスポーツについておたずねします。 

問18 出産・子育て支援（小学校就学前まで）について、市が取り組むこととして、特

に重要と思うことは何ですか。（最も重要な取組に◎印、２番目、３番目に重要

な取組に○印） 

１．出産・子育てに関する支援制度等の情報提供の充実 

２．出産・子育てに関する意識啓発、研修等の充実 

３．出産・子育てに関する相談体制の充実 

４．不妊治療に関する支援 

５．小児医療・医療体制の充実 

６．保育所のサービス（預かり時間、保育の質等）の充実 

７．幼児教育（幼稚園等）の充実 

８．屋外や屋内で安心して子どもを遊ばせることができる場の充実 

９．地域で子育てを支援する体制の充実 

10．子育てに関する経済的な負担軽減、支援 

11．労働時間短縮などワークライフバランスの推進 

12．正規職員雇用の促進 

13．育児休業等の取得促進 

14．その他（具体的に：                            ） 

 

 

 

問19 あなたの運動やスポーツの習慣について、あてはまるものすべてに○印をつけ

てください。 

１．自宅などでの運動（筋トレやウォーキングなど） 

２．スポーツサークルなどでの活動（部活動含む） 

３．トレーニング施設での運動（ジムやプールなど ） 

４．健幸クラブ Fine（伊達市事業） 

５．元気づくり会（伊達市事業） 

６．その他（具体的に：                            ） 

７．なし 

 

問20 あなたが運動やスポーツをする頻度はどれくらいですか。（１つに○印） 

 

1．週に 4 日以上 

2．週に 3 日 

3．週に 2 日 

4．週に 1 日 

5．月に 1～3日程度 

6．3 か月に 1～2 日程度 

7．年に 6 日以下 
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問21 あなたは、１日にどのくらいの時間を歩いていますか。（１つに○印） 

※通勤・通学や買い物、散歩、ウォーキングなど、歩く目的は問いません。 

 

問22 あなたは、スポーツボランティアや指導者などでスポーツを支える活動をした

ことがありますか。（あてはまるものすべてに○印） 

1．スポーツイベント等でボランティアとして活動したことがある 

2．スポーツ団体などの運営に携わったことがある 

3．指導者として現在活動している 

4．指導者として活動したことがある 

5．その他（具体的に：                            ） 

6．支える側で活動したことはない 

 

問23 スポーツの普及・振興に関してあなたが望むものは何ですか？（あてはまるも

のすべてに○印） 

1．初心者が気軽に参加できるスポーツや運動教室を充実させる  

2．地域のスポーツイベントなどの最新情報を提供する  

3．健康維持のためのスポーツや運動の相談・指導の機会を充実させる  

4．スポーツ指導者の育成や活動を支援する  

5．プロスポーツ選手やトップクラスの選手の講演や指導を受ける機会を増やす  

6．地域のスポーツクラブ・同好会などを支援する  

7．スポーツボランティアの体制づくり、人材育成を支援する  

8．親子で取り組みやすいスポーツや運動の活動を支援し、機会を充実させる  

9．子どものスポーツや運動の活動を支援し、機会を充実させる  

10．働いている人のスポーツや運動の活動を支援し、機会を充実させる  

11．高齢者のスポーツや運動の活動を支援し、機会を充実させる  

12．障がい者のスポーツや運動の活動を支援し、機会を充実させる  

13．さまざまなスポーツや運動を楽しめる施設を充実させる  

14．スポーツを観戦する機会を充実させる 

15．総合体育館をつくりスポーツに触れる機会を充実させる  

16．その他（具体的に：                           ） 

17．わからない 

 

 

１．15 分未満 

２．15 分～30分程度 

３．30 分～１時間程度 

４．１時間～２時間程度 

５．２時間以上 
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地域活動についておたずねします。 

問24 あなたは、スポーツ観戦に行きますか。（１つに○印） 

1．入場料を払ってでも観戦に行く 

2．入場料が無料であれば観戦に行く 

3．子ども等家族や知り合いが出場する試合は観戦に行く 

４．観戦には行かない 

５．その他（具体的に：                            ） 

６．わからない 

 

 

 

問25 あなたは、過去１年間に地域活動（環境整備、防災活動、地域内での子育てな

ど、お住いの地域に対して愛着を持って自主的に行う活動）に参加したことがあ

りますか。（あてはまるものすべてに○印） 

１．町内会・自治会など 

２．子ども会 

３．ＰＴＡ 

４．老人クラブ 

５．消防団 

６．婦人会 

７．ＮＰＯやボランティア団体 

８．お祭りや地域のイベントなど 

９．その他 

（具体的に：            ） 

10．参加していない 

 

問26 あなたは、地域活動に参加したいと思いますか。（１つに○印） 

１．参加したい 

２．どちらかといえば参加したい 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば参加したくない 

５．参加したくない 

 

問27 あなたは、市民が行っている地域活動にどの程度感謝していますか。（１つに○

印） 

１．とても感謝している 

２．まあまあ感謝している 

３．どちらでもない 

４．それほど感謝していない 

５．感謝していない 
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情報発信についておたずねします。 

男女共同参画についておたずねします。 

 

 

問28 あなたは、伊達市の魅力（豊かな自然、歴史文化や伝統芸能など）を友人や知人

におすすめしたいと思いますか。（１つに○印） 

 

問29 あなたは、伊達市の魅力をどの発信方法で伝えるのが良いと思いますか。（１つ

に○印） 

 

 

 

 

問30 あなたは、「家族の中」が男女平等になっていると感じていますか。（１つに○

印） 

 

１．おすすめしたい 

２．どちらかといえばおすすめしたい 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばおすすめしたくない 

５．おすすめしたくない 

１．インターネット（ホームページ、ＳＮＳ、YouTube 等） 

２．TV やラジオなどのメディア 

３．チラシや雑誌等の紙媒体 

４．人から人への口コミ 

５．その他（具体的に：                            ） 

１．男性が優遇されている 

２．どちらかといえば男性が優遇されている 

３．平等になっている 

４．どちらかといえば女性が優遇されている 

５．女性が優遇されている 

６．わからない 
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自由意見についてご記入ください。  

 

◎ 最後に、あなたが現在もしくは将来に向けて市の行政に望むことや、まちづくりに

関するご意見・ご提案がありましたら、ご自由にご記入ください。 
  

[自由意見] 
  

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終了となります。ご協力ありがとうござい

ました。 

ご記入いただいた調査票は、７月 22 日（月）までに同封の返

信用封筒に入れて郵便ポストへ投函してください（切手は不要で

す）。 

※インターネットでご回答された方は、郵便ポストへの投函は不要です。 


